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研究成果の概要（和文）： 
障害者は気の毒な存在で、専門家による保護が必要だとされてきた。しかし、障害学周辺が提
唱するとおり、弱者における社会生活上の困難とは、その能力不足自体に起因するのではなく、
システム上の欠陥の産物である。だれにでも利用しやすい情報のあり様＝「ユニバーサルデザ
イン」が必要とされているのだ。本研究は、情報弱者が困難を経験する機会・構造を、網羅的
かつ多元的に把握・整理するための基礎作業をおこなった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Disabled people have long been regarded as an object of pity. But according to the paradigm 
constructed in disability studies, difficulties the socially "weak" confront in everyday 
life do not arise from their lack of ability, but from a social system with defects. This 
fact partly implies that universal design or securing of easily accesible information 
for everyone is necessary. In this research social structures or occasions which the 
information-disabled encounter have been comprehensively identified and described to lay 
the foundation for further research for securing information accesibility. 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会学 
キーワード：ユニバーサルデザイン・情報保障・言語権・コミュニケーション・メディア 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 近年とりざたされる「情報弱者」ないし「情
報格差」といった話題において、あたかも自
明のようにイメージされているのは、「情報

≒コンピューター関連」、「弱者≒技術革新に
（経済的・能力的条件などから）遅れがちな
層」といった想定である。これは、情報科学
の主流部分が情報工学系に握られており、
「より完璧な技術が開発・整備され定着して



いくなら、家電製品のように大衆全体に福音
がもたらされる」といった夢想＝現代の神話
と密接に通底している、とおもわれる。いわ
ゆる「ユビキタス社会」が到来することで、
これまで不便をかこってきた諸問題は雲散
霧消するといった SF 的な未来像である。し
かし、以下にのべるとおり、さまざまな次
元・要因によって、現在のような技術革新の
方向でだけ開発がすすめられ、予算等も投入
されていくとしたら、うえにのべたような
「SF 的未来像」とは似ても似つかない、いび
つな世界がやってくるだけだとかんがえら
れる。現在の通信・複製・計算技術の進展が
基本的に望ましいものであり、その小型化・
低価格化・複製化が進むことが利便性・快適
性をみたすものであっても、以下にのべるよ
うな諸問題をとりこまない技術は、格差をち
ぢめることなく拡大をもたらすだろう。本研
究は、狭義の情報科学の基礎研究ではなく、
広義の情報・媒体理論（information/media 
theory)の基礎研究にして、かつ利用者主権
の実現のための諸問題の整理を行おうとす
るものである。ただし、それは一般理論をめ
ざすものではなく、われわれにとって当事者
性がつよく、直接的な課題が目前にある、日
本列島の言語状況、おもには日本語関連の情
報・媒体の諸課題を具体的素材とする。日本
語の利用者のなかで、情報弱者にあたる層の
不利益をへらす方向性の追求が、万人の利益
にかない、それは日本社会全体のコスト軽減
につながるとかんがえられる。それはことば、
日本語、多様な情報媒体など、メディアのハ
ード／ソフトすべてをユニバーサル・デザイ
ン化するという形をとることになる。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 視覚・聴覚障碍などをかかえる層が情報
弱者であろうことは容易に推測されるが、実
は様々な次元で、その不利益は放置され、生
活情報ほかを入手することをこばまれてい
る。いわゆる「健常者」がきづく範囲・やれ
る範囲で、つまりは「特別サービス」のよう
な扱いで対応がなされるが、それ以外は当然
のように黙殺される構造がまかり通ってい
る。例えば、現在では電車・バスなどでの音
声案内および電光掲示板による指示などが
あたりまえになってきたが、そのいずれか、
あるいは双方が欠如した公共交通機関はま
だたくさんある。列車事故・天候不順などに
よるダイヤの遅れについて、場内アナウンス
がなされることはあたりまえだが、それが文
字情報として保障される保証はない。また、
家電製品や洗髪用シャンプーの容器などに
点字表示がほどこされるようになったが、そ
れがないものは多くあるし、説明書などが目
でみてよめるという条件を当然みたしてい
ることが前提で商品がパッケージされてい

ることは、ごく普通である。このことは、次
項の広義の非識字層の情報隔離と通底する
ものがある。なにより、書籍・新聞・雑誌・
テレビなど、目でみてよめる、オトがきけて
音声日本語がわかる、といった条件を、利用
者が当然備えているだろうと想定しきった
媒体は多くある。そして、これら書籍・新聞・
雑誌・テレビなどを利用できない限り、「情
報上の孤島」にとり残されることは確実であ
る。インターネットはおろか、より基本的な
媒体の情報提供を利用できない層は予想外
に多い。例えば、視聴覚器官が加齢・病気な
どによって衰えてきた高齢者、中途失明者・
中途失聴者など、多くが障害者手帳をもたず、
厚生労働省や地方公共団体が「障害者」とし
て把握していない層、近隣の住民や政官財各
界にとって完全に死角にある層が相当数潜
在している（ここには少数言語話者であるろ
う者も含まれる。次々項参照）。むしろ問題
が複雑かつ深刻なのは、中途失明者／失聴者
や、弱視者・難聴者など、「境界線」領域に
属する層（厳密には「連続体」）、そして重複
障碍である「盲ろう者」あたりといえる。課
題の整理を早急に進めるべきところは、こう
した点である。 
 
(2) 表音的な文字体系で正書法ができてい
ても、機能的識字といった水準でみていくと、
充分な文字生活をおくれているとはいいが
たい層が残ってしまうことが経験的にしら
れている。ましてや、世界でも突出した恣意
性・多様性をかかえる日本語の漢字表記は、
障碍だらけといってさしつかえない。端的に
いえば、幼児・外国人・移民（ニューカマー・
オールドカマー）もふくめて、公教育からこ
ぼれた層を完全に排除した表記水準が放
置・黙認されているといってよい。いいかえ
れば、ふりがな・英語・ポルトガル語等の併
記がなされていない文書は、「おとなの日本
人以外、おことわり」をいっているようなも
のである。 
 また、安易に急造がくりかえされてきたカ
タカナ語の機能不全は、その表記の不安定さ
や、略語の氾濫などもあいまって、日本人だ
けでなく、かながきがそれなりによめる層に
とっても、さまざまな不適応をひきおこして
いるとかんがえられる。そして、わすれては
ならないのは、知的障碍者の「読書権」であ
る。これは、幼児と問題が通底するが、「複
雑でない音声日本語がわかり、複雑でない書
記日本語がよめるが、成人の平均像に要求さ
れている文章は読解困難」という層について
まわる問題である。表現のユニバーサル・デ
ザインという観点からすれば、「わかりやす
さの本質」（野沢和弘『わかりやすさの本質』
NHK 出版 2006）は、徹底的に追求すべき課題
である。 
 



(3) 前々項であげた「ろう者」は、ろう者集
団というネットワークにとどまるかぎりは、
単なる少数言語話者の共同体員にすぎない。
しかし、大言語にとりかこまれた少数言語話
者が、生地であれ移民さきであれ、孤立した
少数言語ネットワーク内で日常生活をまっ
とうすることは困難である。自室などで同胞
から介助されている高齢者や重度障碍者な
どはともかくとして、普通の生活者は、周囲
の大言語話者たちと意思疎通しないことに
は、たちいかない。 
 その意味では、ろう者は日本手話と書記日
本語のバイリンガル生活層といってよいの
だが、かながきは、完全に文法的にことなる
音声日本語を基盤としているし、表意性がた
かく手話と親和性がたかいとみなされてき
た漢字も、その実、非常に恣意性がたかいた
めに、ろう者の相当部分が不適応をおこして
いると推定される。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 研究代表者・分担者を中心としてたちあ
げられる予定のメーリングリストで恒常的
に研究過程の情報を共有する。同時にウェブ
サイトを独自に構築し、本研究の成果の発信
をおこなう。 
(2) 定期的に研究代表者・分担者・研究協力
者による研究会を開催し、各人に割り当てら
れた小課題に関する調査・研究の進捗状況報
告、研究内容の相互批判をおこなう。この研
究会は、過去におこなってきた共同研究への
参加者（専門誌『社会言語学』への執筆者）
や、近隣分野の研究者・大学院生にひろく公
開される。研究会においては、関連テーマを
あつかう研究者・大学院生の研究報告を行い、
議論に広がりをもたせることができるよう、
報告者の公募・発掘をおこなう。 
(3) 研究過程で一次資料および二次・研究文
献を網羅的に収集し、文献目録集として研究
成果とともに公刊する。 
(4) 関連学会において、順次個別に研究成果
を報告する。また論文として公刊された論文
は別に研究成果報告書として一書にまとめ
て印刷し、とくに研究者以外・学界外にもひ
ろく無料頒布する。その際には、視覚障碍者
など当事者がアクセスしやすいような発信
形式をとることに留意する。 
 
４．研究成果 
 

本研究が設定した目的にしたがい、メディ
アのユニバーサル・デザイン化を達成するに
あたって認識が前提となる課題の多面的な
析出がなされたことが本研究の成果である。
障害学、日本語・英語教育学、社会言語学、
図書館学などの関連研究者・関連機関職員を
集めた本科研研究会（情報保障研究会）が 6 

度にわたって開かれ、報告・検討をつうじて
問題の整理がなされた。その成果は本研究会
が中心となって発行した専門誌『社会言語
学』をおもな舞台として公表された。 
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